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粒子線治療の提供体制構築にむけて

•粒子線治療施設を対象として
• 疾患別に居住都道府県別の治療者数

• 紹介施設に対して希望すること（自由記載）

•がん診療拠点病院を対象として（いずれも自由記載）
• 粒子線治療施設への紹介にあたっての要望

• その他、粒子線治療、粒子線治療施設に対する要望

アンケート方法

• 粒子線治療施設全25施設（陽子線18、重粒子1、両1）が対象

• このうち24施設からご回答いただいた（回答率96%）

• 郵送形式、電子データ提出

罹患率：人口10万対5人

罹患率：人口10万対1.5人
初発単発におけるTACEの選択割合：0.25
治療数は初再発問わず
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総括

• 特に粒子線治療装置設置県において、疾患ごとに紹介率が異な
る傾向がみられた。

• 比較的満遍なく紹介されている小児腫瘍や肝細胞癌に対して、
骨軟部腫瘍や前立腺癌、肺癌は都道府県による差が顕著であっ
た。

• 四国地方は今回調べた疾患においてはいずれも紹介率が低かっ
た。
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